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1954，55年におげる西経160度の偏

西風と本邦附近の北高型との関係
一11．月15日受理』一

　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　（2）
　　　　梅雨の機構に関しては奥田氏，村上氏の研究があり，
　　　　　　（3）
　　　叉桧山氏によるセントポール，の気圧のピークと入梅と

●の関係，須田蹴よる低示鯉における太平瀬剖1の上

　　　　層高気圧の発達北上と本邦の悪天との関係が研究されて
　　　　　　　　　　　　　よ
　　　　いる．これらの研究から梅雨現象は大気環流の変動の…

　　　翼であり，ジェットスト、リームの変動と深い関係がある

藤 井 辰 男＊

ことが考えられる．このような観点から，ig54年の異常ぐ

　　　　　　　　　　ゐ．長梅雨の調査に当り，半旬平約500mb天気図から，地

衡風近似を用いて計算した各経度の偏西風（地衡風）’東

西成分のプ．戸フィールをしらべたところ・1954・55年に

おいては，西経160度の偏西風と本邦附近の北高型気圧一

　　　　　　　の配置との間に密濃な関係があるという結果が得られた」
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　　　　第1図
細実線は等風速線，大実線は強風帯の軸，太破線は弱風帯の軸．

日付は半旬の中心日．
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西経160。における地衡風東西成分
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　第1図は1954年1月以降の西経160度の半旬平均500mb

面における地衡風近似を用いて計算した偏西風東西成分

のイソプレットである．これをみると強風帯の軸は南北

に振動しており，またこれに随伴してその南方で東風域

が噺続的に出現し，弱風帯の聯が南下，北上しているの

がみられる．強風帯の軸の南北振動は大体北緯55度以南

で行われているが，北緯55度をこえて北上した場合に

蔦 N痴

は，その北限到達後約5－6半旬で本邦附葦の気圧配匿

が北高型になる傾向がみられる．

　この強風帯の軸の振動が北緯55度をこえて北上する現

象を次の4つの型に分類してみた・

　型1（第2、図a）．強風帯の軸の北上限界がほぼ北緯

55度一65度で，これに随伴して弱風帯の軸も北緯35度一

45度まで北上する場合．（例：1954年4月23日・9月10
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偏西風と北高型（藤井）

ト
れ
ピー

き

ト
ll

蓄

野・

卜

ト

に
夢

ド
経，

！い

野

臥
巨’一’

1「τ

ド

l
欝
1一・
1’

日・・1955年2月22日，7月22日，8月26日）

　型2（第2図b），強風帯の軸の出現状態は塑1と同

じであるが弱風帯の軸が北上せず低緯度にある（または

認められない）場合．（例：1954年7月27日）

　型3（第2図c），強風帯の軸およぴ随伴する弱風帯

の軸が極まで北上する場合．（例：1954年3月14日，

1955年3月19日）

　型4（第2図d）・（見掛上）強風帯の軸依北緯55度一

65度に北上しているが，強風帯の分枝は南下し，これに

随伴して弱風帯の軸も南ドしている，いわゆるノーザン

トレンドの場合．　（例：1954年8月26日，11月29日，

1955年4月18日）

　これら斉型の出現に対応する本部附近の地上気圧，日

照時数，降水量，気温の各偏差図は都合により掲載でき

ないが，各型の起こった期日およぴそれに対応する本邦

附近の気象現象を第1表に示す．　　　：

第　　一　　表

型i生起期日

　　1954年
3　　3月14日

1　4月23日

2　7月27日」

4　8月26日

1　9月10日

4　11月29日

　　1955年
1　　2月22日

3　3月19日

4　4月18日

117月22日　｝

1　8月26日

対応する本邦附近の気象

4月上旬北高型（3日以後移動性高
気圧北偏傾向）天気悪い．

5月21日（東京）梅雨のはしり，北
高型気圧配置となる．

台風グレイス通過後移動性高気圧北
偏傾向となり，前線が本州南岸に停
滞し，太平洋高気圧が強いけれども
8月24日一9月7日（東京）冷涼曇
天続く．

台風15号通過後9月28日か．ら北高型
気圧配置となる．

』　、

10月上旬北高型気圧配置．カムチャ
ッカ方面にあるブロッキングン・イの
影響を受け10月2日顯著な寒気通過
後冷涼蔭曇な天気続く．

12月下旬後半期西高東低型気匪配置
強まり気温低下．

3月下旬北高型．19日以後曇天続く，
書間冷涼だが夜間はその割にひえず．

・4月14日以後北高型悪天となる．

5月下旬前半北高型気圧配置となる
が天気はあまり悪化しない．

8月22日以後北高型気圧配置となり，
曇雨天続く．

一台風接近と共に9月27日以後北高型
気圧配置．となP曇雨天績く．

’ム

　これによれば型1に属する1954年4月23日，9月10
日，1955年2月22日，’7月22日，ε月26日に対応して

1954年5月下旬，10月上旬，，1955年3月下旬，8月下旬，

9月下旬にはそれぞれ本邦附近に北高型の気圧配置があ
’
ら われて悪天となうている．すなわち，1954年の5・月21

目のづゆのはしり（東京）にけじまる長梅雨，10月上旬

にはじまる冷涼蔭曇な天候，1955年3月19目から4月3

日（東京）にかけての北高型悪天，’8月下旬の秋りんを

思わせる天候，9月下旬にはじまる台風を伴った弦い秋

りルなどが指摘され，それぞれ持続的悪天となってい　　L

る・このように，1954，1955年にあらわれた代表的な持．

続的悪天候はほぼこの型1を前駆現象として起こってい

ることが注目される．

　型2，3，4についてはまだ系統的な天気の分類はで　　　・

きないが，北高型のことが多く，従って天気は悪い場合’

が多い．また今年の梅雨が型4にはじまっているのは注

目すべき点であると思う．

これら各型の生起に関するシノプティックな解析々ま仲●

々複雑で，その処理に困難があり，かつかなりの仕事の．・

量となるのでまだ本格的な調査は行っていないが，1954

年4月下旬の型1に関して北緯60度における半旬平均
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉
500mb面天気図のトラフおよぴリッジを追跡したのが

第3図である．図中○印はトラフ，△印はリッジ，点線

の印は位置の不明確なものを示す．この図で4月23日に

西経150度に位置するリッジに着目す逢と，西経160度

における強風帯の軸の北限到達後リッジの東准速度は弱

まり・3半旬鋒には西進しはじめている・しかし5月13

日以後は沼失している．それに伴って波長は長大とな

り・5月28日には分裂して，東経130度附近にリッジを

発生して北高型悪天（梅雨のはしり）がはじまっーている．

さらにこの期間の半旬平均500mb面天気図を検討して

　　　．16
壽

齪』
乍　　　　　　　　　・

　　o　　　あ　1易　　，あ　　酪　　　o
燃

23レ　　　　　　←』一　　！』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Φ

l　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム（む・

、ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　ゾ☆
18

29

　　　　騰轍巳　　忽グ
28

　　　　　　　　　　　発　　　　　　　　消J測

　　　　　　　、土入失’2

7

第3図　北緯度におけるトラフ，ジッジの迫跡図
　①はトラフ，’△はリッジ，○，．△は位置の明

　瞭でないトラフ，リッジ，×にカット・オフ
　・ノ、イを示す’．　　　　　　，一

　日付は半旬の中心日．

●
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偏西風と北高型（藤井）

　　　　みると，注目するリッジは13日に濯失しているが，その

　　　　後とのリッジより発したカット・オフ・ハイは，勢力は
ヂ　　　　　　　　　ロ　

　　　　弱いながらも高緯度を西進しつずけているのがみξめら㌦

　、　　れる．これをり．ッジにとると，第3図中×印を点線で結

　　　　んだ軌跡が得られ，あたかもリッジが西進して新発生リ

　　　　ッジに達しているようにみえる．従ってこめ場合にほ高

　　　　緯度を西進するカット・オフ・ハィに対応して，新らた

　　　　なリッジが本邦附近で発生し，それが本邦附近の北高型

　　　　の原因となっている．

　　　　　これは1954年4月下旬め型1に関する簡単な解析にす

　　　　ぎないが，本邦附近に北高型が出現する場合に，その前

　　　　兆として西経160度に現われる気圧場の特性の一端を示
・●している縦考えられる．

　　　　　以上のべた各型を現象的に次のように解釈してみた．

　　　　　型4を除ぎ，型1，’2，3にっいては，強風帯の軸の

ガ　　　 北上およぴ弱風帯の軸の北上は中緯度高圧帯の北偏発達

　　　　を暗示し，これが不安定波動へ発展して本i邦附近の北高

　　　　型と関係しているのではなかろうか，そして型によって

　　　　不安定度の発展状態に差があ，り・型1の出現型式が本邦

　　　　へり影響が最も強いのではなかろうか．これらの差につ

　　　　いては，色々考えられることもあるが，シノプティ．ック

　　　　な裏付けなしにこれ以上のべることは単なる空論にすぎ

　　　　ないと思う．また型4のようなノ「ザントレンボの場合

一（ハノ戸￥

　　天気　予　報
地学教育講座　　11分冊

　　有住直介監修『

148頁　150円　福村書店

●ミζの本賄甑が全体の監修を行い，鰍は，1天

　　　　気図と天気（鍋島氏）l　I　天気予報（鯨井民）・璽　気

　　　　候（渡辺氏），W　天気予報の歴史（渡辺氏），V　最近

　　　　の研究上の問題（有佳氏）となっており，附録に最近の

　　　　入試問題が付けてある．監修者は気象界の将来を担って

　　　　立つ人と嘱望されている人であり，執筆者は予報の第1・

　　　　線に活躍されて》る気鋭の方々である．監修者の言葉で

　　　　は，高等学校の先生を対象としているが，内容は初心者

　　　　にはちょのと理解のむつかしい表現が多いし・’表現のめ
　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　いまいさが目立つ．むしろ，気象事業に何らかの職でた

　　　　ずさわっており，気象學を一応は理解している人が，天

　　　　気予報はどういう基礎にもとずいて，どんな方法で出さ

　　　　れるかを知るために好適な本と言えよう．まだどちらと

　　　　も判らない事柄を誤って断定している所も見受けられる

　　　　し，掲載されている図版が，天気図原図をそのまま印刷

レ　　　したような，地点名までクチャクチャ入づて，記告を見
ト．

　　　　分けるのに苫労するような図が多し）．また北半球天気図

　　　　の地図の配列がバラバラで不体裁セある．筆者は日本を

　　　　中心として，北半球上の現象を説明しようとされている一．

　　　　と思うが，できるだけ読者が理解しやすいように配列し

　　　　なおされることを切望する．だが，図版を豊富にして理

　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・耀　」・墾融

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥、．ぎ～露

告．、ま強風帯の見掛上の』ヒ上現象と本邦歯近ゐ北癖羅

との直擦的な関係嫉考えにく．い・’　　　　し　　　∬過鷺

』㌧繍＆℃ま，』・954，・955年において，半旬勅町獺，

繭天気肉から計算した茜脚度の偏西風東酉成蝿

のイソプレット¢）強風帯の軸が北上して，ほぼ北緯55席・蟻『

一65度に達し・これに随伴しで弱風帯の軸の北上が北緯欄

35度・一45度まで達している場合．（型11）には強風帯の軸≧』躍

の北限到達後約5－6鞠で本鮒遡ま北高型の持続的，、禦

悪天となっていることが指摘される．　　㌦「＿，』・．．灘

　この調査は嘆か1年半り資料犀よったものであ勲・’・講鑛

ら，’その本輩的な当否に闘しては将来の調査研穽莚また一蠣

訟ければならな城型・め出現後に本邦附近に北高型襯

があらわれること腱醐こ妥当寵とと思ラ逸規講一
タイムラッグが5－6半旬。というごとは大気環洗の状態　矧繍

にょって伸縮するものであろう．また以上のべた型だ硬　き

が本邦附近o北高型悪夫を規定するものとば考え“・な．淫

い．異なった出現型武で本邦の東にまた西に兆候のあらドご1

われることがあるであろう．しかし最近1年半の対応は　』鑛

醐いちじるしいものがあるから・焔灘のくせが講

持続するものとみ准し，1箇月程度の長期予報資料とし　．灘

．ては有用であると思う．

麟難講欝師騨．纐

解しやすくしようという努力は認められる．　　　　け　憩

　この本に限らず，気象学の啓蒙書の執筆者にこの際お　ぐ・

願いしておきたいことは・その本の訪者がどの程度の理『蠣

解力を持っているか．気象学を理解させるには，ドどのよ　　蜜
うな道筋をたどって啓蒙していったらよいか，気象学の’馨

知識が単なる知識としてではなく・自然現象の一端とし　 、選

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　　ロゴをて理解し，自分自分の生活環境の中に生かして行けるか・　穰

このような点にもう一段と御留章していただきたい．　ド　　磯

　この本で，この希望が一部実現されているのは喜ばし　，』．遷

ヤr．それは「天気予報の歴更」と「気候」｝；見られる．　．、涯

中でも「天気予報の歴史」はこの本の圧巻である．本当　。’，瀦

の意味での気象学史の市販書はないといっていい現在，ド『壕

このよう，な著書が出たことは喜ぶべきことである・内容　、懲

に2・3の注姐あるが落者が蒋来この方面の研究を』壌

続行されて完成されることを期待するだけにとε菊た　　樋

い．こめ章は気象学ならびに気象事業に従事してヤ・る人　　，遷

々の必読すべき章とも言えよう．　　　　　　　　　　’』桑

この本全体の内容から見ると・むしろ・・天気予報の歴、1譲

史を第璋に持って来て・．以下・気候・天気図と天気・、．繍

天気予報という順序にした方がよかったのではないだろ　ー煽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱこ

ら時機を得た企画といえよう・菲才をかえりみず書継講

あえて行ったが，意まくんでいただきたい．　（奥田穰〉．協，ギ灘

．1956年1月

ノ


